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研究成果の概要 

本年度は暗号のトップ国際会議 Cryptoに 3件の論文を出版することができた。特に、暗号における最

も基礎的な仮定である一方向性関数の存在のみから量子計算の優位性を導出することに成功した。量

子計算が真に古典計算よりも高速であるかは、理論実験を含めて重要な問題であり、とりわけ近年

Google 等による少数量子ビットの実機が実現されている中で、その高速性を理論的に証明することは

非常に重要である。本研究においては、暗号理論において最も基礎的な仮定である一方向性関数の存在

のみから、量子計算の出力を古典的に効率的にシミュレートすることが不可能であることを世界で初

めて証明した。 

 

また、情報を漏らすことなく、しかも後で変更できないように送信する技術であるコミットメントは暗

号において中心的な存在であるが、コミットメントには何等かの計算量的仮定が必要であることが長

らく知られていた。本研究では、世界で初めて、量子を用いる場合、仮定無しで、common random state 

model下での unconditionalなコミットメントが可能であることを理論的に証明した。 
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